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第
６
号

平成２２年９月２２日

新川農林振興センター

新
川
サ
ル
・イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

研
究
会

ス
タ
ー
ト
！

今
年
の
夏
は
記
録

的
猛
暑
と
な
り
ま
し

た
が
、
徐
々
に
暑
さ

が
和
ら
ぎ
、
秋
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
夏
の
猛

暑
は
今
後
の
気
象
に
、
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で

し
ょ
う
か
…
と
て
も
心
配
で

す
。近

年
、
突
発
的
な
豪
雨
な

ど
、
こ
れ
ま
で
予
想
さ
れ
な

か
っ
た
気
象
状
況
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
災
害
に
対
す
る

備
え
と
し
て
、
今
一
度
土
地

改
良
施
設
の
管
理
体
制
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

【
寺
沢
】

拡
大
し
て
お
り
、
富
山
県
内

の
平
成
21
年
度
農
作
物
被
害

額
は
１
億
46
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

管
内
に
お
け
る
被
害
額
は
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
22
百
万
円
と

依
然
と
高
く
、
イ
ノ
シ
シ
が

８
百
万
円
と
近
年
急
激
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

は
、
農
家
の
営
農
意
欲
の
減

退
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
を
も
た
ら
し
、
被
害
額
以

上
に
農
村
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

～
ま
も
ろ
う
！
わ
た
し
た
ち
の
農
地

土
地
改
良
区
紹
介

滑
川
中
部
土
地
改
良
区

本
研
究
会
で
は
、
野
生
鳥

獣
に
よ
る
被
害
の
深
刻
化
や

広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、

管
内
各
市
町
・
市
町
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

が
一
堂
に
集
ま
り
、
地
域
間

の
連
携
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
対
策
の
具
体
的
方
法
等

に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
の
予
定
と
し
て
、
11

第
１
回
新
川
サ
ル
・
イ
ノ

シ
シ
被
害
対
策
研
究
会
が
、

７
月
27
日
に
朝
日
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

近
年
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
等
の
被
害
が
全
国
的
に

み ど り

月
に
先
進
県
か
ら
講
師
を
招

き
、
地
域
で
の
防
除
活
動
を

す
す
め
る
た
め
集
落
点
検
手

法
を
学
び
ま
す
。

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

「
鳥
獣
被
害
は
あ
ら
か
じ
め

防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
被
害
で

平
成
20
年
４
月
に
、
新
川

農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と

魚
津
農
地
林
務
事
務
所
が
統

合
さ
れ
、
新
川
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
と
し
て
産
声
を
あ
げ

て
早
３
年
目
の
秋
を
迎
え
ま

し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
数
は

所
長
以
下
約
90
名
で
、
黒
部

庁
舎
で
は
農
業
職
が
、
魚
津

庁
舎
で
は
農
業
土
木
職
、
林

業
職
及
び
事
務
職
等
の
多
様

な
メ
ン
バ
ー
が
、
新
川
地
域

の
農
林
業
の
振
興
が
さ
れ
る

よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

っ
て
日
々
尽
力
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
日
々
仕
事
を
進
め

る
う
え
で
極
め
て
大
切
な
も

の
は
、
常
日
頃
か
ら
前
例
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ

の
業
務
は
「
な
ぜ
行
う
の

か
」
、
ま
た
「
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
が
あ
が
っ
て

い
る
の
か
」
、
と
い
っ
た
こ

と
な
ど
に
対
し
、
問
題
意
識

を
も
ち
、
ま
た
、
何
事
に
も

好
奇
心
旺
盛
で
、
興
味
・
関

心
を
も
ち
、
自
分
の
能
力
を

発
揮
し
熱
意
を
も
っ
て
成
し

遂
げ
れ
ば
、
仕
事
の
結
果
が

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
元
気
を
も
ら
い
に

高
校
野
球
観
戦
に
よ
く
出
か

け
ま
す
。
個
々
人
の
技
術
の

レ
ベ
ル
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
魅
力
は
、
全
員
一

球
入
魂
の
精
神
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
良
く
、
全
力
疾
走
で
明

る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ

く
、
そ
し
て
保
護
者
等
に
よ

る
一
糸
乱
れ
ぬ
応
援
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
球

児
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
面

々
で
す
が
、
日
頃
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か

り
行
い
、
報
告･

連
絡･

相
談

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、

意
欲
を
も
ち
周
囲
か
ら
も
激

励
さ
れ
能
力
を
発
揮
し
始
め

て
い
る
「
人
材
」
か
ら
、
現

に
輝
い
て
い
て
良
い
仕
事
を

し
て
い
る
「
人
財
」
を
目
指

し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
ス

ク
ラ
ム
を
組
め
ば
、
必
ず
や

当
地
域
の
農
林
業
等
の
発
展

に
寄
与
す
る
も
の
と
固
く
信

じ
て
お
り
ま
す
。

【
芳
浦
事
務
次
長
】

10
月
19
日
開
催
！

「
と
や
ま
農
業
用
水
を
育
む
集
い2
0
1
0
in

黒
部
川
」

農
業
用
水
水
源
地
域
保
全

対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
と
や
ま
農
業
用
水
を
育
む

集
い2

0
1
0
i
n

黒
部
川
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

・
【
日
時
】
10
月
19
日
（

火
）
午
前
10
時
よ
り

・
【
午
前
の
部
】
宇
奈
月
国

際
会
館
「
セ
レ
ネ
」
に
て
、

土
地
改
良
区
表
彰
、
「
く
ろ

べ
水
の
少
年
団
」
に
よ
る
活

動
紹
介
、
「
大
桃
美
代
子
」

さ
ん
の
記
念
講
演

・
【
午
後
の
部
】
黒
部
川
流

域
に
て
現
地
見
学
：
宇
奈
月

ダ
ム
周
辺
→
愛
本
堰
堤
→
右

岸
連
絡
水
路
→
十
二
貫
野
湖

→
生
地
湧
水
群

先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

で
育
ま
れ
て
き
た
農
業
用
水

や
水
源
林
の
役
割
・
重
要
性

等
に
つ
い
て
知
り
、
考
え
、

行
動
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
（
事
前
申

し
込
み
必
要
、
指
導
班
ま

で
）
【
指
導
課
指
導
班
】

当
土
地
改
良
区
は
、
昭
和

46
年
に
設
立
し
、
事
業
の
取

組
み
に
つ
い
て
は
、
昭
和
47

年
か
ら
平
成
5
年
度
ま
で
実

施
し
、
ほ
場
や
農
道
、
水
路

等
の
整
備
を
行
い
、
そ
の

後
、
団
体
営
事
業
に
よ
り
農

道
舗
装
・
水
路
の
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

早
月
川
左
岸
の
扇
状
地
帯

に
位
置
し
、
用
水
は
蓑
輪
頭

首
工
、
各
幹
線
水
路(

早
月

川
沿
岸
土
地
改
良
区
管
理)

よ
り
取
水
し
て
、
地
域
全
体

を
か
ん
が
い
し
て
い
ま
す
。

管
理
施
設
と
し
て
は
特
に
大

き
な
施
設
は
な
く
、
農
道
74

㎞
、
用
排
水
路2

3
2

㎞
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
築
後
30
～
40
年
経
過
し

た
今
、
施
設
の
老
朽
化
と
共

に
維
持
管
理
に
多
大
な
負
担

が
生
じ
て
い
ま
す
。

近
年
、
農
地
転
用
の
相
次

ぐ
中
、
当
土
地
改
良
区
受
益

地
の
中
央
を
国
道
８
号
線
バ

イ
パ
ス
や
北
陸
新
幹
線
が
横

断
し
、
景
観
が
大
き
く
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。
現
在
で
は

受
益
面
積9

6
2

㌶
、
組
合
員

1
1
6
9

名
と
、
ほ
場
整
備
完

了
時
よ
り
面
積
70
㌶
、
組
合

員
数
で
40
名
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
混
住
化

に
よ
る
宅
地
化
の
進
行
に
伴

い
排
水
量
が
増
加
し
、
農
業

施
設
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
水
を
守
り
、
水
に
泣

い
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
今

や
農
業
用
水
は
地
域
用
水
の

役
割
を
大
き
く
担
っ
て
い
ま

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

飯
沢
栃
沢
地
区

新規地区
紹介

今
年
度
よ
り
、
黒
部
市
飯

沢
・
栃
沢
地
内
43
㌶
を
対
象

に
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備

事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

本
地
区
は
、
昭
和
10
年
代

に
整
備
さ
れ
た
10
ａ
の
小
区

画
田
で
あ
り
、
営
農
機
械
の

作
業
効
率
が
悪
く
、
ま
た
用

排
水
路
は
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
維
持
管
理

に
多
大
な
労
力
を
費
や
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

農
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
ほ
場
の
大
区
画

化
、
用
排
水
路
、
農
道
な
ど

の
整
備
を
総
合
的
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
地
区
の
水
路
で
は
、
ド

ブ
ガ
イ
や
メ
ダ
カ
な
ど
の
稀

少
生
物
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
工
事
の
際
に
は
一
時
退

避
の
上
、
環
境
に
配
慮
し
た

工
法
で
の
改
修
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
整
備
内
容
の
詳

細
設
計
を
行
い
、
来
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

【
農
村
整
備
課
農
地
整
備
第
一
班
】

す
。管

理
施
設
の
更
新
時
期
が

近
づ
い
て
お
り
、
米
価
の
下

落
等
、
農
家
を
と
り
ま
く
環

境
が
一
段
と
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
益
々
農
業
離
れ
が
加

速
す
る
の
で
は
な
い
か
懸
念

す
る
と
共
に
、
い
か
に
農
家

の
負
担
を
軽
減
す
る
か
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎
年
組
合
員
に
配
布
し
て

い
る
土
地
改
良
区
だ
よ
り
を

も
と
に
、
当
改
良
区
で
は
組

合
員
の
皆
様
に
農
村
の
多
面

的
機
能
に
つ
い
て
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
環
境
保

全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
滑
川
中
部
土
改

大
井
事
務
局
長
】

↑
箱
わ
な
設
置
研
修
状
況

←記念講演を行う
大桃美代子さん

更
な
る
農
林
業
の

発
展
を
目
指
し
て

～
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
元
気
よ
く

す
。
人
任
せ
に
せ
ず
、
自
分

た
ち
の
農
地
を
自
分
た
ち
で

守
る
と
い
う
意
識
を
高
め
、

地
域
で
の
実
践
に
つ
な
げ
た

い
。
」
と
意
欲
を
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。【

企
画
振
興
課
】

↓
混
住
化
が
進
む
受
益
地

～
滑
川
市
北
野
外
地
内

イ
ベ
ン
ト
情
報

◎
「
第
7
回
と
や
ま
の
棚
田

写
真
展
」
作
品
募
集

■
募
集
期
限

11
月
15
日

■
応
募
・
問
合
せ
先

（
社
）
富
山
県
農
林
水
産

公
社℡0

7
6
-
4
4
4
-
7
3
9
7

◎
「
第
22
回
農
村
振
興
技
術

連
盟
写
真
展
」
作
品
募
集

テ
ー
マ
「
伝
え
ま
す
。
と
や

ま
の
水
土
里
」

■
募
集
期
限

11
月
26
日

■
応
募
・
問
合
せ
先

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
村
整
備
課

室(

忍)

・
。

℡0
7
6
5
-
2
2
-
9
1
4
0

↑老朽化した既設水路

投稿記事


